動物の分布・密度・行動特性を考慮した包括的ハビタットモデル手法の開発 by 山本 誉士 & Takashi Yamamoto
/	?
?"0!-. 
9:568<7=/%
,$	,7@5%4>5@,

(&'+*'), #,2@;>913

野生動物による人的被害 
農林水産資源の食害、外来種の生息域拡大、遭遇事故 etc. 
→ 経済的損失（被害総額は＞170億円/年）・ 生態系の改変   
開発による生息地の変化、漁業活動に伴う混獲 etc. 
→ 生物多様性保全・環境アセスメント手法の向上 
共通する解決策は「 動物の空間分布動態の把握 」→  だが、全ての場所を調べることは難しい 
e.g. バードストライク 
毎年約30万羽の海鳥が混獲で死亡 
(Anderson et al. 2011) 
陸域17%、海域10%を保護地域 
(戦略目標C・目標11) 
（愛知目標） 
全国風車マップ 
樹が
豊富 涼しい 
標高
低い 
各生物には好みの環境がある（生態的ニッチ） 
モデル化 
好適環境
を探す 
利用環境の特徴を特定 
✓ 調査範囲外の生息域把握 
✓ 環境変化に対する応答予測  
(Elith & Leathwick 2009, Nur et al. 2011, Hazen et al. 2012)  
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人間活動による野生動物への影響 
生息確率の高い場所を推定 
e.g. 海鳥の海上分布 
相関関係 
e.g. 水温 
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in another year 
Validation (AUC etc.) 
動物にデータロガーを取り付けて行動を記録 
（e.g. 位置・深度・加速度・地磁気・画像・心拍・水温） 
Bio（生物）logging（記録） 
いつ、どこで、なにをしているのか分かる 
既存のハビタットモデル（分布）に動物の
密度・行動特性を組み込む新たな手法の開発 
移動・行動記録 
動物装着型データロガ  ー
行動分類（e.g.採食・移動） 
個体数密度 
目視 野生動物との軋轢解消 
個体数密度情報・データ同化 
分布密度モデル 
外来種の拡散防止 
野生動物の管理・保全を目的とした空間
利用特性と個体数密度を包括したモデル 
行動特性モデル 
採餌 休息 
3軸の加速度データ 
統計数理手法によるモデル化 
統合 
統合 
現在取り組んでいる研究 
Prediction Prediction 
How to get there? 
生息域 
生息域 ハビタットモデル（ゴール） 
＋ 
ベイズ推定・機械学習（移動経路） 
動物の空間利用を包括的モデル化 
ハビタットモデルのフレームワーク 
